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実施校 四谷第六小学校 

実施日 平成26年12月2日 午後1時30分～午後3時5分 

場所 四谷第六小学校 6年生教室 

対象 6年生児童（29名） 

内容 講義 「国会・選挙・投票について」（約25分）  
模擬投票 「最後の給食総選挙」（約15分） 
（ジャージャー麺・揚げパン・クリームスパゲティから選択） 
模擬開票（約15分） 質疑応答（約15分） 

 (1) 区立小学校への出前授業・模擬投開票 

平成２６年度 出前授業・模擬投票 実施例 

実施校 余丁町小学校 

実施日 平成26年12月5日 午後1時40分～午後3時10分 

場所 余丁町小学校 体育館 

対象 6年生児童（70名） 

内容 講義 「国会って何？ 法律って何？ 選挙って何？」 
（約20分）   
模擬投票 「最後の給食総選挙」（約15分） 
  
※学生による候補者演説（揚げパン・あんかけ焼きそば・
フィッシュバーガー・海鮮かき揚げ丼から選択） 
模擬開票（約15分） 
質疑応答（約15分） 

 平成２６年度は、早稲田大学文学部文学科教育学コースのゼミで、政治や選挙参画に関心を
持ち活動する「模擬選挙班」の学生と協働で授業を行いました。 
 「次世代の主権者に伝えるメッセージで大切なことは？」などアイデアを出し合い、講義の
内容や授業手法について何度も検討を重ねて授業プログラムを作り上げました。児童から見れ
ば「少し年上のお兄さんお姉さん」。授業の休み時間には小学生が大学生を囲み楽しく談笑し、
若い有権者と未来の有権者が直に触れ合い意見を交換する光景が見られました。 



実施校 四谷小学校 

実施日 平成26年12月18日 午後1時40分～午後3時10分 

場所 四谷小学校 体育館 

対象 6年生児童（80名） 

内容 講義   「選挙の歴史・選挙クイズ」（約20分） 
模擬投票 「卒業アルバム題名選挙」（約20分）  
※児童による候補者演説 
 （「春風」・「コスモス」・「離陸」・「十人十色」から
選択）  
模擬開票（約15分） 
質疑応答（約10分） 

実施校 東戸山小学校 

実施日 平成27年1月13日 午前10時40分～午後12時15分 

場所 東戸山小学校 東戸山ホール 

対象 6年生児童（45名） 

内容 講義 「国会って何だろう？ 選挙って何だろう？」 
（約45分）  
模擬投票 「最後の給食総選挙」（約10分） 
 ※児童による候補者演説 
 （カレーライス・ミートソーススパゲティ・揚げパンから
選択）  
模擬開票（約20分） 
質疑応答（約10分） 

          新宿区 
選挙管理委員会事務局 



 (2) 区立中学校生徒会選挙等への支援 

学校名 

四谷中学校（9月10日） 

牛込第三中学校（9月10日） 

牛込第二中学校（9月12日） 

落合中学校（9月19日） 

西新宿中学校（9月19日） 

支援内容 

投票記載台及び投票箱の貸出  

公民科授業で使用する投票箱貸出 
（牛込第三中学校） 
（8月22日～9月3日） 

選挙名 衆議院議員選挙 

実施日 平成26年12月10日（水） 

場所 都立戸山高等学校 

支援内容 
投票記載台及び投票箱の貸出 

選挙公報の提供 

(3) 都立高等学校「模擬投票授業」への支援 
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 生徒会選挙等の学校選挙向けに、実際の選挙で使用している機材を貸し出しています。選挙
公報の作成から投開票の運営まで、生徒が中心となって実施しています。 
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選挙公報(一例) 

投票で決まった給食メニューが出た日に、 
児童と一緒にいただきました。 

投票所整理券(一例) 

投票済証(一例) 

投票用紙(一例) 
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児童の感想(抜粋) 

とても緊張しました。 
私のイメージの選挙とは違いました。 

適当なリーダー的存在を選ぶ選挙だと軽々しく
思っていましたが、 
実際誰に入れるかすごく悩みました。 

ひとりの意見だけでは何も決まらな
いということがわかった。 

模擬投票をやってみて、とても簡単だと
思いました。こんなに簡単なのに選挙に
行く人が年々減っているのはなぜかなと
思いました。 

選挙権を得たら積極的に協力したい。 

選挙のやり方を知ったので安心し
て将来選挙に行ける。 

自分が入れた一票が 
街を変えるかもしれないと考えながら投票した。 

一票の格差について、インターネッ
トで調べたがよくわからなかった。 
授業で質問をしてみてよくわかった。 

開票の機械をみて、私たちの知らないところで 
作業を素早く丁寧に正確にできるよう様々な工
夫がされていることがわかった。 

選挙は、大人の人たちがやる行事だと思っていたが、
いまはまだ選挙をすることができない子どもでも、
選挙について考えたり調べることはできると思った。 

とても心に残り、これからの生活に役立て
ることができそうだと思った。 

投票用紙（ユポ）が特殊な素
材で印象に残った。 

みんなの気持ちも考えて投票しなければならないと
感じました。 

最初は何で選挙に行かなきゃいけないんだろうと
思っていました。 
実際にやってみて、一票一票の積み重ねで結果が
決まるので、自分がいれるこの一票が大切なのだ
と感じました。 


